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部
活
動
の
再
興

　
　
　
－
イ
ギ
リ
ス
の
挑
戦
1

は
じ
め
に

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
今
、
学
校
で
の
運
動
部
活
動
一
以
下
、
部
活
動
と

略
す
一
の
再
興
へ
向
け
て
、
新
た
な
挑
戦
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
一
九
八
O
年
代
中
頃
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
よ
る
教
育
予
算
削

減
、
「
余
剰
」
運
動
場
の
売
却
、
教
師
の
労
働
条
件
の
低
下
、
競
争

教
育
の
強
化
等
々
の
影
響
で
、
八
五
年
に
は
大
規
模
な
教
員
ス
ト
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
多
く
の
教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

あ
る
部
活
動
か
ら
撤
退
し
た
。
特
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
中
等
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

校
の
六
〇
％
の
教
員
が
部
活
動
か
ら
撤
退
し
た
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ

ス
全
体
で
、
部
活
動
は
消
滅
の
危
機
に
陥
っ
た
。

　
現
在
、
イ
ギ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
の
興
隆
は
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の
再
興
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

く
し
て
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
認
識
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

内
　
　
海

口禾

雄

教
育
的
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
、
学
校
自
体
の
活
性
化
が
問
わ

れ
、
こ
の
点
か
ら
も
部
活
動
の
再
興
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
に
、

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
労
働
党
ブ
レ
ア
政
権
は
、
そ
の
政
策
的
重
点
で

あ
る
教
育
政
策
の
具
体
化
の
一
つ
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

ル
ズ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
『
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
る
未
来
』

を
発
表
し
、
第
一
に
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
教
科
体
育
と
部
活
動
）
の
振

輿
の
重
点
策
を
示
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
九
月
よ
り
、
「
学
校

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
六
〇
〇
人
任
命
し
、
三
〇
〇
〇

の
小
学
校
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
部
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
提

起
し
、
予
算
措
置
も
採
り
な
が
ら
二
〇
〇
一
年
三
月
現
在
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
九
六
年
よ
り
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
タ
ー
制
度
を
試
行
さ
せ
、
九
九
年
八
月
よ
り
本
格
実
施
に
入
っ
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（21）　部活動の再興

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
中
問
総
括
を
行
っ
た
。
従
っ
て
、
本
稿

で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
試
行
か
ら
中
間
総
括
ま
で
の
経
過
を
追
い

な
が
ら
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
案
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
な

が
ら
、
そ
の
制
度
の
成
果
と
課
題
を
概
括
し
よ
う
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
大
胆
な
試
み
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
も
多
く
の
期
待
を
集

め
て
お
り
、
若
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
保
障
の
あ
り
方
ぱ
か
り
で
な
く
、

学
校
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
、
同
じ
よ
う
に
部
活
動
で
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
る
日
本
に

と
っ
て
も
、
今
後
の
部
活
動
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
大
き
な
示
唆

に
富
む
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
1
）
内
海
和
雄
『
部
活
動
改
革
－
生
徒
主
体
へ
の
道
－
』
第
三
部

　
イ
ギ
リ
ス
の
部
活
動
、
不
昧
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
参
照
。

一
2
一
掌
o
U
8
彗
巨
賢
黒
ξ
け
一
〇
畠
一
ま
幸
品
P
筈
ミ
一

　
完
昌
室
亮
き
雨
9
§
雨
一
旨
ぎ
畠
岨
㎝
．
こ
れ
は
保
守
党
メ
ジ
ャ
ー
政

権
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
で
あ
る
が
、
九
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
学
校
ス
ボ
ー
ツ
（
教
科
体

育
、
部
活
動
）
と
高
度
化
ス
ポ
ー
ツ
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、

地
域
ス
ボ
ー
ツ
の
軽
視
だ
と
の
批
判
も
あ
る
。
団
彗
ユ
o
　
＝
昌
＝
－

　
ブ
彗
一
、
ω
o
o
『
二
昌
＞
旨
、
ま
｝
o
o
穴
彗
o
向
膏
o
潟
一
窒
げ
㎝
↓
彗
8

　
彗
庄
｝
g
o
ユ
o
．
一
勺
著
雪
肩
霧
雪
斤
＆
呉
亭
①
o
o
＝
o
君
巨
ヨ

　
。
、
ω
O
o
ユ
片
o
『
＞
＝
｛
目
O
凹
目
與
匡
彗
巾
邑
－
2
目
血
q
o
■
一
す
o
向
目
『
o
o
o
｝
目

　
向
×
O
o
ユ
o
コ
o
o
．
．
－
O
o
コ
け
『
o
申
O
H
ω
O
o
ユ
勺
o
－
〔
く
ω
ゴ
』
2
耐
9
ζ
邑
＜
o
ユ
㎝
－

昌
o
｛
↓
『
o
鼻
9
覇
－
ミ
竃
螂
｝
H
o
竃
．

一
3
一
㌧
専
o
ミ
轟
妻
§
ミ
さ
、
≧
ト
皇
一
＝
昌
窒
o
a
o
毫
ユ
昌
o

　
竃
－
目
げ
一
①
『
↓
O
目
㌣
｝
－
巴
『
一
〇
①
〇
四
『
巨
自
o
目
一
〇
｛
〇
一
』
岸
自
『
P
］
≦
①
庄
－
印

φ
目
庄
ω
o
o
只
彗
彗
o
＝
昌
8

学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
と
は

一
－
一
　
本
制
度
の
目
標

　
本
制
度
の
目
標
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　
・
学
校
や
地
域
で
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
範
囲
と

　
　
機
会
を
拡
大
す
る
。

　
・
体
育
教
師
を
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
i
タ
ー
に
任
命
す
る
。

　
・
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
と
そ
の
補
充
教
員

　
　
の
経
費
を
援
助
す
る
。

（
2
）
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

　
そ
し
て
そ
こ
で
の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
部
活
動
を
調
整
す
る
。

　
・
部
活
動
を
行
う
教
師
、
コ
ー
チ
、
リ
ー
ダ
ー
を
補
充
し
、
支
え
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表一1　学校スポーツコーディネーターの活動パターン

コーディネーターの活動パターン 学校数
週
一
日
全
日
週
二
日
半
日
週
間
に
活
動
者
の
都
合
の
良
い
時
間
週
二
日
全
日
週
五
日
全
日

2
2
5
1
1

る
。
こ
う
し
た
事
業
を
行
う
た
め
に
、

は
各
中
等
学
校
の
体
育
教
師
一
名
を
任
命
し
、

の
上
記
の
活
動
に
専
念
さ
せ
る
、

の
置
か
れ
た
条
件
の
違
い
も
あ
り

の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
た
。

一
一
校
が
対
象
と
な
っ
た
。
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
基
本
で
あ
る
「
週
一
日
全
日
」

　
　
る
。

　
・
自
治
体
の
関
連
機
関
、
学
校
ス

　
　
ポ
ー
ツ
協
会
、
競
技
団
体
、
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携
す
る
。

　
・
学
校
と
地
域
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
を

　
　
作
る
。

　
・
関
連
す
る
小
学
校
と
密
接
な
協
同

　
　
活
動
を
す
る
。

　
・
参
加
レ
ベ
ル
を
調
査
・
評
価
す
る
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
部
活
動
そ
れ
白
体

の
活
性
化
、
そ
し
て
地
域
の
諸
機
関
、

小
学
校
と
の
連
携
、
そ
し
て
活
動
の
調

査
・
評
価
な
ど
が
そ
の
活
動
内
容
で
あ

　
　
　
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
当
初

　
　
　
　
　
　
週
一
日
を
授
業
以
外

　
　
と
計
画
し
た
。
し
か
し
、
各
学
校

　
　
、
実
際
の
進
行
の
中
で
、
表
－
1

　
　
　
一
こ
こ
で
は
事
例
研
究
と
し
て

が
二
校
で
、
予

想
よ
り
も
少
な
く
、
「
週
間
に
活
動
考
の
都
合
の
良
い
時
間
」
が
五

校
で
半
分
を
占
め
る
。
そ
し
て
「
週
二
日
半
日
」
が
二
校
で
あ
る
。

そ
の
他
、
「
週
二
日
全
日
」
と
「
週
五
日
全
日
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
校

ず
つ
で
、
力
の
入
れ
方
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
れ
ら
の
教
師
の
授
業
の
穴
埋
め
は
、
後
の
予
算
で
見
る
よ
う
に
、

週
一
日
分
一
ロ
ッ
タ
リ
ー
援
助
金
と
教
育
予
算
か
ら
半
分
ず
つ
一
が

支
給
さ
れ
る
が
、
そ
の
週
一
日
の
最
低
の
基
準
は
維
持
し
つ
つ
、
実

際
の
執
行
形
態
は
そ
の
学
校
の
特
性
に
応
じ
て
多
様
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。
週
二
日
以
上
の
場
合
は
、
独
自
の
予
算
を
活
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

一
3
一
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
計
画

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
計
画
、
『
み
ん
な
の
ス
ボ
ー
ツ
の
あ
る
未
来
』

（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
に
よ
れ
ぱ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
六
〇
〇
人

の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
任
命
し
、
部
活
動
の
た
め

の
コ
ー
チ
の
組
織
、
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
組
織
、
そ
し
て
学

校
内
、
学
校
問
の
競
技
会
を
組
織
す
る
。
向
こ
う
三
年
間
で
、
一
五

〇
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
形
成
し
、
貧
困
地
域
を
優
先
的
に
六
〇
〇
の
中

等
学
校
と
三
〇
〇
〇
の
小
学
校
を
組
織
化
す
る
。
体
育
教
師
と
し
て

の
職
務
の
五
分
の
一
を
部
活
動
の
活
性
化
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
と
の
調
整
に
費
や
す
と
い
う
大
胆
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
。
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（23）　部活動の再興

図一1　学校スポーツコーディネーターの組織体制

Partnership Development Manager 

School Sport Co-ordinator School Sport Co-ordinator School Sport Co-ordinator School Sport Co-ordinator 

Pnmary Link Teachers >< 4 Primary Link TeachersX 4 Primary Link Teachers x 4 Primary Link Teachers x 4 

　
二
〇
〇
〇
年
九
月
以
降
の
具
体
案
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
良
い
成

果
は
学
校
の
他
の
局
面
で
も
良
い
結
果
に
繋
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
は
子

ど
も
た
ち
へ
の
社
会
的
悪
影
響
に
対
抗
す
る
上
で
も
よ
く
、
そ
の
点

で
は
ブ
レ
ア
首
相
の
提
唱
す
る
「
社
会
的
包
含
」
（
ω
O
O
邑
　
－
冒
巨
一

公
昌
一
に
と
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
は
大
い
に
貢
献
す
る
と
し
て
、
現
在

研
修
会
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
体
制
は
図
－
ー
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
模
式
図
で
見
れ
ば
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
発
展
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
「
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
持
つ
四
∫
五
つ
の
中
等
学
校
を
統
括
す
る
責
任
者
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
活
動
は
週
二
日
間
を
期
待
し
て
い
る
。

　
中
段
に
は
「
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
居
り
、
中

等
学
校
に
一
人
配
置
し
、
彼
ら
は
週
二
日
か
三
日
を
上
記
の
活
動
に

専
念
す
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

下
に
は
四
人
程
度
の
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
リ
ン
ク
教
師
」
が
い
る
。
彼

ら
は
小
学
校
の
教
師
で
あ
る
が
、
特
殊
学
校
を
含
む
場
合
も
あ
る
。

　
こ
う
し
て
一
つ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
二
〇
｛
二
五
名
程
度
の
指
導
者

群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
の
目
標
に
も
あ
る
よ
う

に
、
地
域
ス
ボ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
小
学
校
と
の
連

157



一橋論叢 第126巻第2号 平成13年（2001年〕8月号　（24〕

携
も
重
視
し
た
体
制
で
あ
る
。
六
〇
〇
以
上
の
貧
困
地
域
（
既
に

留
o
斗
＞
g
冒
N
o
篶
地
域
指
定
で
、
特
別
援
助
活
動
を
展
開
し
て

い
る
一
を
重
点
に
配
置
す
る
予
定
だ
が
、
現
在
は
三
三
の
パ
ー
ト

ナ
ー
組
織
で
、
一
四
五
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

人
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
リ
ン
ク
教
師
で
出
発
し
た
が

で
の
目
標
は
一
〇
〇
〇
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
）

ト
ナ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
六
六
〇

二
〇
〇
四
隼
ま

二
四
〇
の
パ
ー

一
－
一
本
項
は
以
下
の
資
料
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
。
－
昌

　
O
『
自
暮
巾
目
o
o
目
　
凹
『
己
　
＞
詔
o
o
訂
け
o
μ
　
｝
『
①
o
団
『
何
匹
　
o
目
　
一
U
①
サ
凹
岸
　
o
｛

　
ω
o
o
『
房
8
匡
彗
o
－
o
ヰ
①
ミ
向
昌
目
庄
一
箏
§
“
“
ミ
⑦
ぎ
曇
ぎ
δ
き
民

　
ω
ぎ
ミ
饒
§
ミ
§
、
曳
§
恥
ト
慧
ミ
ミ
§
§
“
ミ
ω
き
§
、

　
留
o
ミ
o
o
も
ミ
ぎ
ミ
o
δ
こ
ζ
ξ
N
0
8
1

（
2
）
　
二
〇
〇
一
年
三
月
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
（
巨
8
．
ミ
峯
ξ
手
名
o
『
8
コ
阻
団
自
o
，

o
『
胴
．
鼻
一

二
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
導
入
の
経
緯

　
で
は
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
は
ど
う
し
て
導

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
概
観
す
る
。

①
一
九
八
五
年
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
教
育
条
件
低
下
策
に
抗
議

し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
規
模
な
教
員
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
教
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
部
活
動
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

　
②
一
九
八
八
年
に
は
教
育
改
革
法
が
成
立
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
校

へ
の
一
任
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
競
争
化
と
抱
き

合
わ
せ
で
あ
り
、
特
に
中
等
学
校
で
は
受
験
化
が
促
進
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
教
員
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
消
化
や
受
験
指
導
に
追
わ
れ
は
じ

め
、
生
徒
の
多
忙
化
も
含
め
て
、
部
活
動
の
再
興
は
思
う
よ
う
に
進

ま
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
部
活
動
の
「
崩
壊
」
と
教
科
体
育

の
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
期
待
し
て
、
『
基
盤
形
成
一
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
〕

ド
に
お
け
る
学
童
・
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
報
告
』
が
、
ス
コ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
以
降
S
S
C
と
略
す
一
か
ら

出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
体
育
教
育
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
捉

え
、
部
活
動
の
意
義
を
強
調
し
た
。
学
校
と
地
域
諸
組
織
と
の
連
携

も
強
調
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
学
検
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
は
決
し
て

安
泰
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
教
育
予
算
の
削
減
の
下
で
、
八
八

年
に
は
六
四
％
の
教
育
委
員
会
に
い
た
体
育
指
導
主
事
が
一
〇
年
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
一

の
九
八
年
に
は
一
九
％
ま
で
低
下
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
学
校
ス

158



（25）　部活動の再興

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
も
S
S
C
は
若
者
、
特
に
学
校
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
願
っ
て
、
次
の
よ
う
な
政
策
を
そ
の
都
度
発
表
し
て
き

た
。
八
九
年
に
は
『
児
童
・
生
徒
の
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
調
査
研
究
グ

　
　
　
　
＾
3
）

ル
ー
プ
報
告
書
』
を
、
九
一
年
か
ら
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
計
画
を
発
足
さ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
特
に
チ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
学
校
と
地
域
の
連
携
を
強
調
し
な
が
ら
発
展
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
き
た
。
そ
れ
は
九
四
年
に
研
究
成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
九
五

年
か
ら
S
S
C
で
は
、
若
者
の
参
加
と
高
度
化
の
二
点
を
そ
の
政
策

重
点
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
S
S
C
の
活
発
な
政
策
提
言
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
実
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
、
自
治
体
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
に
あ
ま
り
熱
心
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
相
対
的
位
置
の
低
さ
と
福
祉
予
算
削
減
の
下

で
、
そ
し
て
一
方
で
は
そ
う
し
た
福
祉
事
業
の
民
営
化
の
動
向
の
中

で
、
ス
ポ
i
ツ
も
ま
た
そ
の
例
外
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
③
一
九
九
五
年
七
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
政
府
の
ス
ポ
ー
ツ
政

策
文
書
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
が
国
民
遺
産
省

　
　
　
　
＾
5
一

か
ら
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
人
気
の
低
下
す
る
保
守
党
の
人
気
回
復
策

と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
ジ
ョ
ー
ン
・
メ
ジ
ャ
ー
首
相
自
ら
の
前
文

を
付
け
た
、
力
の
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
九
四
年
か
ら
始

ま
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ッ
タ
リ
ー
一
国
営
宝
く
じ
一
の
収
益
金
の
配

分
を
意
識
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
近
代
ス
ポ
ー

ツ
発
祥
の
地
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
所
世
界
的
競
技
水
準
で
は
相
対

的
に
低
迷
し
て
お
り
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
の
問
題
だ
と

し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
り
な
が
ら
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
そ
し
て
高
度
ス
ポ
ー
ツ
に
わ
た
る
ま
で
の
政
策
を
鳥
鰍
し
た
。

特
に
若
者
ス
ポ
ー
ツ
と
高
度
ス
ポ
ー
ツ
を
重
点
化
し
た
が
、
こ
れ
は

各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
政
策
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　
④
こ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
同
月
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
『
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6
）

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス
ボ
ー
ツ
の
未
来
一
新
た
な
出
発
』
を
提
起
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
受
け
な
が
ら
、
S
S
C
で
は
子
ど
も
か
ら
の
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

ツ
振
興
を
重
視
し
て
、
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
若
者
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
』

（
一
九
九
六
年
五
月
一
を
発
行
し
た
。
こ
こ
で
は
、
「
全
て
の
子
ど
も

は
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
に
権
利
を
も
つ
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
全
て
の
子
ど
も
の
生
活
に
ス
ポ
ー
ツ
を
も
た
ら
す
こ
と

を
目
指
し
た
。
そ
し
て
そ
の
政
策
目
標
と
し
て
、
既
に
九
五
年
二
月

段
階
で
先
四
年
間
の
重
点
に
す
る
事
を
決
定
し
て
い
た
二
点
、
つ
．
ま

り
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
重
視
と
高
度
ス
ポ
ー
ツ
を
再
確
認
し
た
。

　
さ
て
、
そ
の
二
本
柱
の
実
現
の
た
め
に
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
若
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者
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
』
は
次
の
五
つ
の
課
題
を
提
起
し
た
。

　
・
平
等
保
障
一
恒
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
と
そ
う
で
な
い
者

　
　
一
貧
困
、
地
域
差
、
性
差
、
障
害
者
、
民
族
的
少
数
者
）
と
の

　
　
格
差
が
拡
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
・
コ
ー
チ
一
若
者
の
ス
ボ
ー
ツ
参
加
は
コ
ー
チ
の
質
が
決
定
的
な

　
　
の
で
、
有
能
な
コ
ー
チ
を
養
成
す
る
。

　
・
ク
ラ
ブ
育
成
一
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
　
プ
の
育
成
と
学
校
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　
・
身
体
活
動
一
ス
タ
ー
ト
・
ヤ
ン
グ
ス
テ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
計
画

　
　
（
健
康
促
進
、
ス
ボ
ー
ツ
の
基
礎
技
術
の
進
展
、
す
べ
て
の
人

　
　
に
開
放
、
楽
し
み
・
安
全
・
挑
戦
一
と
平
行
し
て
事
業
を
推
進

　
　
す
る
。

　
・
学
校
ス
ポ
ー
ツ
∵
王
要
な
学
校
行
事
を
組
織
し
、
自
治
体
や
競

　
　
技
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
と
そ
の
財
源

　
　
を
割
り
当
て
る
。
教
育
機
関
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
発
展
担
当
官

　
　
を
任
命
し
、
学
校
を
基
盤
と
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
任
命

　
　
す
る
。
毎
年
、
五
〇
㌔
六
〇
人
の
体
育
教
師
コ
ー
ス
卒
業
者
に

　
　
職
が
な
い
こ
と
を
克
服
す
る
た
め
に
、
彼
ら
に
機
会
を
提
供
す

　
　
る
。
部
活
動
の
発
展
、
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
と
ク
ラ
ブ
あ
る
い
は

　
　
地
域
組
織
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に
、
学
校
内
で
責
任

　
　
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
任
命
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
既
に
こ
の
レ
ボ
ー
ト
で
「
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
原
型
は
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
同
年
に
そ
れ
が
パ

イ
ロ
ッ
ト
計
画
と
し
て
試
行
さ
れ
た
。
そ
の
点
で
、
こ
の
『
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
若
者
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
』
は
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
発
足
の
基
点
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
九
八
年
の
調
査
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

多
く
の
学
校
の
部
活
動
で
開
催
す
る
種
目
を
拡
大
さ
せ
た
。

　
⑤
一
九
九
七
年
五
月
に
労
働
党
政
権
が
発
足
し
、
そ
の
年
の
九
月

一
一
日
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
立
法
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
自
治
権

が
大
き
く
進
展
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
多
く
の
分
野
で
「
新
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
の
創
出
を
目
指
し
た
政
策
作
り
が
活
発
化
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
S
S
C
を
中
心
に
し
て
、
二
〇

〇
三
年
三
月
ま
で
の
先
五
年
問
の
政
策
と
し
て
策
定
さ
れ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
）

『
ス
ポ
ー
ツ
2
1
一
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
』
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
で
、

「
ス
ポ
ー
ツ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
文
化
の
内
的
な
構
成
要
素
で
あ
り
、

誇
り
で
あ
る
」
と
誕
っ
た
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
多
様
な
能
力

に
依
拠
し
な
が
ら
、
幅
広
い
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
、
有
能
者
の
発

掘
・
養
成
、
そ
し
て
国
際
選
手
の
支
援
と
い
う
三
本
柱
を
軸
に
ス

ポ
ー
ツ
政
策
を
提
起
し
た
。

　
そ
の
根
幹
の
一
つ
が
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
特
に
最
近
、
子
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ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
が
減
少
し
、
運
動
不
足
に
よ
る
健
康
問

題
が
懸
念
さ
れ
、
一
方
で
、
子
ど
も
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
生
涯

の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
に
大
い
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
提
供
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
こ
で
は
二
年
問
の
試
行
を
経
た
、
「
学
校
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
具
体
的
に
明
記
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ま
で

の
五
年
間
の
限
定
付
き
で
次
の
目
標
を
設
定
し
、
本
格
的
な
実
行
に

入
っ
た
。

　
・
各
小
学
校
が
週
二
時
間
、
あ
る
い
は
四
〇
分
×
三
コ
マ
の
教
科

　
　
体
育
を
保
障
す
る
。

　
・
す
べ
て
の
中
等
学
校
に
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

　
　
配
置
す
る
。

　
・
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
範
囲
と
頻
度
を
増
加
さ
せ
る
。

　
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
若
者
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
」
を
実
行
す
る
。

　
こ
の
政
策
文
書
は
新
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
建
設
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

分
野
か
ら
の
参
加
で
あ
る
が
、
財
源
を
明
記
し
、
財
政
的
な
背
景
を

持
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
「
一
九
九
八
／
九
九

年
度
か
ら
四
五
の
試
行
校
を
含
む
。
初
年
度
に
S
S
C
は
ロ
ッ
タ

リ
ー
ス
ボ
ー
ツ
基
金
か
ら
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
援
助
す
る
。
」
（
七
三

頁
）
と
明
記
し
た
。
こ
の
点
が
こ
れ
ま
で
の
文
書
と
違
う
所
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
九
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ッ
タ

リ
ー
の
財
源
確
保
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
実
際
の
進
捗
状
況

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
計
画
は
一
九
九
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
本
計
画
は

九
九
年
八
月
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
計
画
の
進
捗
状
況
の
調

査
が
二
〇
〇
〇
年
一
∫
四
月
に
掛
け
て
行
わ
れ
た
。
短
期
だ
が
、

「
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
」
の
調
査
・
評
価
を
行

な
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
第
五
項
で
展
開
す
る
。

（
1
）
　
↓
ゴ
①
ω
〔
〇
一
ご
ω
才
ω
七
〇
『
房
O
〇
一
』
目
o
＝
一
ト
§
“
秦
§
固
き
ミ
ミ
き
・

　
弐
o
姜
㌧
託
魯
o
ミ
o
s
ω
き
s
』
・
㌧
的
辻
筈
o
ミ
ぎ
吻
§
ミ
昌
ミ
ト
岩
o
o
o
．
1

＾
2
一
↓
訂
ω
8
三
争
晋
o
募
O
o
…
o
戸
さ
ミ
§
留
o
ミ
ぎ
ω
S
“
－

　
ざ
ミ
、
吻
ミ
§
§
亀
ミ
完
魯
o
べ
宛
鶉
窒
H
o
ブ
カ
8
o
耳
自
ρ
3
一
竃
胃
o
＝

　
－
竃
㊤
一
〇
メ

一
3
一
↓
ぎ
ω
8
；
争
留
睾
房
O
o
冒
o
＝
一
ω
き
§
、
ト
鷺
“
饒
亀
§

　
笹
ミ
冴
要
亀
ミ
Q
Ω
§
§
完
魯
o
き
H
竃
o
1

一
4
）
§
§
留
o
ミ
⑦
S
§
s
、
↓
竃
昌
ω
o
o
暮
ω
8
巨
彗
o

　
竃
o
コ
津
o
二
目
o
q
四
昌
o
向
く
巴
巨
黒
一
〇
目
ω
g
庄
き
岩
漫
－

一
5
一
↓
訂
b
召
胃
巨
①
鼻
o
｛
之
団
け
一
昌
巴
寿
幸
品
P
筈
o
ミ
．

　
完
亀
室
轟
§
雨
9
§
恥
旨
ζ
L
o
o
蜆
－
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一
6
一
掌
o
ω
8
三
争
○
雪
畠
一
⑦
ミ
§
き
留
o
ミ
亮
き
ミ
§
ム

　
　
　
き
ミ
吻
膏
迅
．
』
巨
気
岩
畠
1

　
　
（
7
）
　
↓
＝
①
ω
〔
o
罧
一
争
ω
o
o
『
房
O
o
昌
嵩
戸
』
　
き
轟
ま
筈
o
ミ

　
　
　
9
ミ
膏
ミ
さ
『
吻
s
“
ざ
ミ
呉
…
凹
く
H
o
畠
．

　
　
（
8
〕
　
ω
℃
o
『
け
ω
o
o
己
與
目
庄
　
＾
H
ゴ
o
　
ω
〔
o
箒
涼
ブ
　
ω
o
o
『
赫
　
　
O
o
自
コ
o
二
）
一

　
　
　
さ
ミ
き
留
o
ミ
ぎ
讐
ミ
ざ
ミ
斗
黒
s
ミ
き
ミ
い
き
s
ぎ
丙
窃
竃
昌
プ

　
　
　
勾
名
o
『
け
昌
・
①
メ
窒
胃
9
H
8
o
ら
φ
例
え
ぱ
、
一
九
八
八
年
か
ら

　
　
　
九
七
年
の
間
に
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
六
八
％
か
ら
八
三
％
へ
、
バ

　
　
　
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
は
三
七
％
か
ら
七
四
％
へ
と
上
昇
し
た
。
ほ
と

　
　
　
ん
ど
の
種
目
が
拡
大
し
た
。

　
　
（
9
）
　
↓
＝
①
ω
〔
9
ゴ
争
ω
o
o
『
房
O
o
目
冒
■
留
o
ミ
～
卜
＞
δ
き
｝
亮

　
　
　
卜
曳
ざ
o
寺
亀
ミ
竃
一
＞
肩
＝
し
竃
o
o
．

　
　
　
一
一
一
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
の
財
源

　
本
計
画
に
お
け
る
学
校
ス
ポ
i
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
へ
の
費
用

は
、
活
動
費
一
、
○
O
O
ポ
ン
ド
を
含
め
て
年
問
一
人
六
、
二
〇
〇

ポ
ン
ド
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
（
S
S
C
）
の
ロ
ツ

タ
リ
ー
資
金
は
五
〇
％
ま
で
を
援
助
す
る
一
週
一
日
の
分
一
。
そ
の

他
の
奨
励
金
も
そ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
治
体
は
少
な

く
と
も
最
低
二
五
％
は
負
担
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
タ
リ
ー

資
金
援
助
は
二
〇
〇
三
年
七
月
三
一
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、

こ
の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
を
維
持
す
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
段
階
で
改
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
四
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
i
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
導
入
の
背
景

　
で
は
、
そ
も
そ
も
何
故
こ
の
よ
う
な
制
度
が
考
え
ら
れ
、
実
行
に

移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
経
過
か
ら
も
概
ね
は
理
解
で
き
る

が
、
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
集
約
し
よ
う
。

　
①
イ
ギ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
の
危
機

　
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
的
な
競
技
水
準
の
相
対
的
な
低
下

は
、
近
代
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
に
掛
け
て
も
、

そ
の
克
服
は
急
務
で
あ
っ
た
。
現
在
の
国
際
級
の
選
手
の
養
成
、
維

持
の
た
め
に
は
多
く
の
国
家
予
算
を
必
要
と
す
る
の
は
一
般
的
傾
向

で
あ
り
、
そ
の
点
で
余
り
熱
心
で
な
か
っ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
八

○
年
代
の
「
付
け
」
が
九
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
を
襲
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
次
の
教
育
の
危
機
を
反
映
し
て
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の
低
下

も
ま
た
深
刻
で
あ
り
、
次
世
代
の
選
手
育
成
の
温
床
が
冷
え
切
っ
て

し
ま
っ
た
。

②
学
校
教
育
の
危
機

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
教
育
費
削
減
に
よ
り
、
教
師
の
労
働
条
件
は

急
速
に
低
下
し
た
。
そ
の
こ
と
に
抗
議
し
て
、
一
九
八
五
年
に
は
大
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（29）部活動の再興

規
模
な
教
員
ス
ト
が
あ
っ
た
。
八
八
年
教
育
改
革
法
以
降
の
受
験
競

＾
1
）

争
化
（
リ
i
グ
テ
ー
ブ
ル
の
採
用
、
学
校
選
択
制
等
一
に
よ
っ
て
、

中
等
学
校
の
多
く
が
放
課
後
は
有
料
「
補
習
」
等
の
受
験
指
導
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
担
当
教
員
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
生
徒
、
教
師
共
に
放
課
後
の
時
間
的
拘
束
が
増
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
教
育
の
選
別
化
の
中
で
、
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
が
間
題

化
し
、
九
〇
年
代
半
ぱ
に
は
「
学
級
崩
壊
」
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い

る
。
（
最
も
学
級
崩
壊
の
原
因
の
半
分
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
い
っ

そ
う
進
行
し
た
家
庭
崩
壌
、
放
任
家
庭
の
増
加
に
よ
る
、
子
ど
も
た

ち
の
愛
情
不
足
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。
）

　
こ
う
し
て
、
学
校
が
荒
れ
る
中
で
、
部
活
動
の
意
義
が
再
認
識
さ

れ
始
め
て
い
る
。
部
活
動
は
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
の
重
要
な
構
成
要
素

と
し
て
、
一
九
世
紀
初
頭
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
以
降
、
公
立
校

も
含
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
の
伝
統
で
あ
り
、
（
そ
れ
は
日
本
の
近

代
学
校
制
度
に
と
っ
て
も
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
き
た
も
の
だ

が
、
一
八
O
年
代
以
降
の
学
校
荒
廃
の
中
で
、
生
徒
同
士
、
生
徒
と

教
師
の
人
間
関
係
の
確
立
、
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
教
養
の
高
揚
の
上
で

も
つ
部
活
動
の
意
義
が
再
認
識
さ
れ
始
め
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
こ
で
抱
え
る
最
大
の
問
題
は
、
部
活
動
担
当
一
主

に
放
課
後
四
∫
六
時
の
時
問
帯
）
の
手
当
保
障
問
題
で
あ
る
。
以
前
、

教
員
の
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る
マ
ッ
ク
ロ
ー
ン
レ
ポ
ー
ト
が
提
出

さ
れ
、
部
活
動
へ
の
手
当
も
勧
告
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
無
視
さ
れ

て
き
た
。

　
あ
る
教
師
は
、
「
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
か
に

頑
張
っ
て
も
、
そ
の
手
当
問
題
が
解
決
し
な
い
限
り
、
大
き
な
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

は
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。
「
補
習
」
の
多

く
は
父
母
か
ら
料
金
を
特
別
に
徴
収
す
る
有
料
制
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
う
し
た
学
校
の
教
員
か
ら
は
、
何
散
、
無
償
で
部
活
動
を
指
導
し

な
け
れ
ぱ
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
毎
年
五
〇
名
程
度
の
体
育
教
員
資

格
者
が
卒
業
す
る
が
、
彼
ら
の
就
職
難
を
少
し
で
も
解
消
し
、
教
職

を
若
千
で
も
経
験
さ
せ
る
た
め
に
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
補
充
教
員
と
し
て
採
用
す
る
救
済
措
置
と
し
て
も
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　
③
子
ど
も
た
ち
の
運
動
量
の
低
下

　
先
進
諸
国
の
子
ど
も
た
ち
の
運
動
不
足
問
題
は
共
通
し
て
深
刻
で

あ
る
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
普
及
、
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
ス
ボ
ー

ツ
か
ら
の
関
心
の
遠
の
き
、
そ
し
て
受
験
競
争
化
な
ど
に
よ
り
、
運

動
不
足
に
よ
る
心
身
の
諸
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
小
学
生
の
通
学
に
お
け
る
親
の
送
迎
（
主
に

163



一橋論叢 第126巻第2号 平成13年（2001年） 8月号　（30）

自
動
車
に
よ
る
一
も
運
動
不
足
問
題
と
し
て
深
刻
に
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
暴
行
や
誘
拐
な
ど
の
危
険
を
回
避

す
る
も
の
だ
が
、
子
ど
も
の
一
日
の
総
運
動
量
に
お
け
る
徒
歩
通
学

の
持
つ
意
義
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
価
値
観
の
多
様
化
、
特
に
中
等
学
校
生
徒
に
と
っ
て
放

課
後
、
週
末
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
厳
し
い
勝
敗
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
敬

遠
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ボ
ー
ツ
、

運
動
経
験
の
増
加
へ
の
対
応
を
迫
っ
て
い
る
。

　
④
ロ
ッ
タ
リ
ー
に
よ
る
資
金
の
活
路

　
こ
れ
ま
で
は
多
く
の
計
画
が
ま
さ
に
資
金
不
足
か
ら
計
画
倒
れ
の

実
態
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
四
年
以
降
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ッ
タ
リ
ー

の
導
入
に
よ
り
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
し
か
も
学
校
教
育
で
の

ス
ポ
ー
ツ
振
輿
に
資
金
が
援
助
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
も
発
足
す
る
条

件
が
与
え
ら
れ
た
。

（
1
）
　
内
海
和
雄
『
部
活
動
改
革
－
生
徒
主
体
へ
の
道
1
』
第
三
部

　
イ
ギ
リ
ス
の
部
活
動
、
参
照
。

（
2
）
↓
冨
ω
8
匡
争
留
o
『
房
O
o
昌
o
＝
一
き
害
き
筈
ミ
ぎ
吻
§
・

　
ざ
ミ
具
吻
ミ
§
§
亀
ミ
完
魯
o
き
内
鶉
畠
胃
プ
肉
暑
o
『
□
昌
一
竃
一
竃
彗
争

H
竃
9
具
－

　
　
　
五
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

　
　
　
　
る
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

　
本
試
行
か
ら
半
年
後
と
い
う
短
期
間
で
あ
る
が
、
中
間
報
告
が
出

さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
命
後
の

変
化
の
背
後
に
は
学
校
の
伝
統
、
部
活
動
へ
の
参
加
の
機
会
の
可
能

性
、
施
設
条
件
、
個
々
人
の
関
心
、
近
隣
の
環
境
、
位
置
、
広
範
な

他
の
地
域
要
因
等
、
総
合
的
な
要
因
が
関
わ
っ
た
結
果
で
あ
る
が
、

取
り
敢
え
ず
、
直
接
的
な
変
化
を
見
て
み
よ
う
。

　
先
ず
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
普
通
、
そ
の
学
校

の
教
師
が
な
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
二
校

中
（
六
人
が
男
性
、
五
人
が
女
性
一
一
〇
人
が
体
育
科
教
員
で
あ
り
、

一
人
一
男
性
一
は
地
域
教
育
部
門
一
社
会
教
育
一
で
あ
る
。

↑
）
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
命
前
後
の
参
加
教

　
　
師
・
コ
ー
チ
数
の
変
化

　
表
－
2
は
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
i
任
命
前
後
の
参
加

教
師
・
コ
ー
チ
数
の
変
化
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
全
部

で
一
一
校
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
教
師
で
は
、
学
校
に
よ
り
増
加
率

の
差
は
あ
る
が
、
全
体
で
九
九
人
か
ら
二
二
七
人
と
三
八
・
四
％
増
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Baldragon 700 130 18 _ 6 134 17 . 8 264 37.7 96 . 1 
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Portbello l 440 l 50 11.8 258 16 . 5 408 28.3 l 40 . O 

St.Andrew's l 620 310 19 . l ll3 6.9 423 25 . 9 36 . l 

Fortrose 600 317 52 . 8 67 ll.2 384 64 21.1 
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Cathkin 870 248 28 . 5 148 17.0 396 45.8 59 . 6 

James Young 872 160 18 . 3 60 6.9 220 25 3 37 . 5 

9882 2058 20 . 8 1339 l 3 . 5 3397 34 . 3 65 . o 
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加
し
た
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
は
ゼ
ロ
か
ら
四
へ
、
地
域
コ
ー
チ
と
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
な
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
は
そ
れ
ぞ
れ
ゼ
ロ
か
ら
二
七
人
へ
、

生
徒
は
四
人
か
ら
三
四
人
へ
、
最
後
に
親
は
二
人
か
ら
一
四
人
に
増

加
し
た
。
こ
う
し
て
総
数
で
見
る
と
、
任
命
前
の
一
〇
五
人
か
ら
任

命
後
の
二
聖
二
人
に
一
四
五
・
五
％
も
増
加
し
た
。
特
に
学
校
の
他

の
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
コ
ー
チ
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
コ
ー

チ
は
新
た
な
参
加
で
あ
り
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制

度
導
入
の
明
ら
か
な
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
命
前
後
の
参
加
生
徒

　
　
数
の
変
化

　
同
じ
く
表
1
3
は
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
命
前

後
の
参
加
生
徒
数
の
変
化
で
あ
る
。
例
え
ば
ヘ
イ
ゼ
ル
ヘ
ッ
ド
校
で

は
生
徒
数
一
、
O
○
○
人
の
う
ち
任
命
前
は
九
二
人
の
参
加
で
、
参

加
率
は
九
・
二
％
で
あ
っ
た
。
任
命
後
は
一
四
四
人
増
え
、
全
体
で

二
三
六
人
で
全
校
の
二
三
・
二
％
ま
で
上
昇
し
た
。
上
昇
率
は
一
五

四
・
三
％
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ト
ロ
ー
ズ
校
で
は
全
生
徒
六
〇

〇
人
中
、
任
命
前
は
一
三
七
人
の
参
加
で
五
二
・
八
％
と
比
較
的
高

い
参
加
率
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
任
命
後
は
六
七
人
増
え
て
参
加
者

は
三
八
四
人
に
な
り
全
生
徒
の
六
四
％
に
ま
で
上
昇
し
た
。

　
一
一
校
全
体
と
し
て
は
、
九
、
八
八
二
人
の
生
徒
の
う
ち
、
任
命

前
は
二
、
〇
五
八
人
で
参
加
率
は
二
〇
・
八
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

一
、
；
二
九
人
増
加
し
て
全
体
で
三
、
三
九
七
人
に
な
り
、
全
体
の

三
四
・
三
％
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
し
て
上
昇
率
は
六
五
％
で
あ
る
。

こ
れ
は
大
き
な
変
化
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

＾
3
）
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
命
前
後
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
種
目
の
変
化

　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
i
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
命
前
後
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目

の
開
催
学
校
数
と
参
加
生
徒
数
の
変
化
は
表
1
4
の
通
り
で
あ
る
。

先
ず
、
任
命
前
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
状
況
は
、
種
目
別
に
見
る
と
、
一

番
多
い
の
が
男
子
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
サ
ッ
カ
↓
で
一
〇
校
、
五
七

〇
人
で
あ
る
。
女
子
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
五
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。
次

い
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
七
校
で
二
八
六
人
で
あ
る
。
次
い
で
、

六
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
一
八
○
人
一
、
ラ
グ
ビ
ー
一
一
七
〇
人
一

で
あ
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
五
校
（
八
五
人
一
で
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
は
数
校
で
あ
る
が
、
行
わ
れ
て
い
な
い
種
目
、
活
動
も
多
い
。

　
さ
て
、
任
命
後
に
強
化
さ
れ
た
種
目
は
、
男
子
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
三

校
（
五
〇
人
）
、
女
子
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
ラ
グ

ビ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
二
校
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
任
命
後
に
新
た
に
誕
生
し
た
種
目
・
活
動
は
一
九
で
、
全

体
四
三
種
目
・
活
動
の
四
四
％
に
当
た
る
。
こ
の
点
で
、
学
校
ス
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橋論叢 第126巻第2号 平成13年（2001年〕8月号　（34

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
の
努
力
の
成
果
が
見

タ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
生

ネ
イ
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徒
に
と
っ
て
は
参
加
の
上

デ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
選
択
肢
が
大
き
く
増

コ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
こ
と
が
、
参
加
数
の

－ボ
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

ス
前

校
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
種
目
の
増
加
を
学

学
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
毎
に
見
た
も
の
が
表
－

5
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
で
あ
る
。
ミ
ン
ト
ロ
ー

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
で
は
八
O
％
増
加
し
、

バ
ル
ド
ラ
ゴ
ン
校
で
は
四
種
目
か
ら
一
五
種
目
へ
二
七
五
％
増
加
し

た
。
全
体
で
は
五
校
で
三
七
種
目
か
ら
七
八
種
目
へ
、
二
一
％
も

増
加
し
た
。

　
ま
た
、
実
施
一
年
後
の
実
績
で
見
る
と
、
年
齢
別
で
は
、
全
体
で

四
一
％
増
加
、
；
一
㌔
一
四
歳
で
は
五
〇
％
増
加
、
一
五
｛
一
六
歳

で
は
四
一
％
増
加
、
そ
し
て
一
七
｛
一
八
歳
で
は
一
八
％
増
加
で

　
＾
2
）

あ
る
。

　
二
〇
〇
一
年
三
月
段
階
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
三
二
の
自
治
体

が
あ
り
、
そ
の
内
二
二
で
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度

任命前後のスポーツ種目数の比較

学校数
学　校

任命前 任命後 増加率％

Mintlaw 9 16 80

Ba1dragon 4 15 275

Portobe11o 4 11 225

St．Andrew’s 12 20 66

Cathkin 8 16 100

合　計 37 78 111

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
自
治
体
で
は
九
つ
の
私
立
校
が
実
施

し
て
い
る
。
現
在
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
体
で
三
八
九
の
中
等
学
校
が

あ
る
が
、
そ
の
内
二
七
八
校
（
七
一
・
五
％
）
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
計
画
参
加
校
の
主
要
な
成
功
は
以
上
の
よ
う
な
よ
り
多
く
の
生
徒

の
参
加
、
よ
り
広
い
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
機
会
の
増
大
ぱ
か
り
で
な
く
、

そ
れ
ら
を
可
能
に
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
、
教

師
／
生
徒
関
係
の
改
善
、
自
治
体
ス
ポ
ー
ツ
部
門
と
の
連
携
、
新
た

な
仕
事
の
機
会
の
創
出
等
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

＾
1
）
　
↓
－
昌
　
O
コ
』
暮
o
目
匝
①
目
　
四
目
庄
　
＞
眈
ω
o
o
旺
叶
砲
9
　
勺
『
o
℃
晒
『
而
o
　
o
目

ぎ
訂
罵
艮
ω
o
o
『
房
8
巨
凹
＝
蠣
－
g
箒
q
向
冒
♀
5
§
“
“
ミ
ω
吊
ミ
喜

ぎ
§
き
耐
ω
ぎ
ミ
冒
§
ミ
§
、
ミ
§
雨
㌧
ミ
9
ミ
§
§
、
ミ

2
ぎ
之
留
o
ミ
o
o
・
o
這
ぎ
ミ
o
葛
一
』
邑
く
昌
8
．

（
2
一
　
二
〇
〇
一
年
三
月
二
二
日
、
ス
ポ
ー
ツ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
本

部
事
務
局
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ア
i
ト
・
ハ
リ
ス
氏
（
ω
后
峯
睾
一

曽
害
ユ
巴
と
の
懇
談
か
ら
。

六
　
ス
ポ
ー
ツ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
教
育
機
関
と
の
関
連

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
限
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
お
い
て
、
教
育

機
関
と
他
機
関
一
こ
こ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
機
関
一
と
の
連
携
は
、
積
極

的
か
つ
柔
軟
性
が
あ
る
。
特
に
学
校
の
部
活
動
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
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（35）　部活動の再興

の
み
な
ら
ず
、
体
育
教
育
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
か
ら
の
諸
計
画
、
諸
奨
励
賞
が
盛
ん
に
提
起
さ
れ
、
学
校
が

そ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
例
え
ぱ
、
こ
の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
制
度
は
ス
ポ
i
ツ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
S
S
C
の
通
称
一

と
教
育
委
員
会
と
の
共
同
企
画
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
S
S
C
の
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
策
を
こ
れ
ま
で
も
学
校
が
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
予
算
が
十
分
で
な
い
と
い

う
実
態
も
あ
る
が
、
両
者
の
柔
軟
性
は
日
本
か
ら
の
想
像
以
上
の
も

の
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
良
い
体
育
の

授
業
や
教
師
の
現
職
教
育
等
の
諸
計
画
を
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
i
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
通
称
）
が
計
画
し
、

そ
れ
を
学
校
が
受
け
入
れ
て
い
る
。

七
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
の
課
題

　
以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の
教
師
概
念
、
学
校
概
念
、
部
活
動
概
念

等
を
超
え
て
、
新
た
な
試
み
を
行
い
始
め
た
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
日
本

と
異
な
る
背
景
、
条
件
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
危
機
」
に
瀕
し
た
部
活
動
、
広
く
は
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
危

機
に
直
面
し
て
、
そ
の
打
開
策
を
模
索
す
る
姿
勢
は
日
本
に
於
い
て

学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
部
活
動

と
そ
の
研
究
に
と
っ
て
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
抽
出
す
る
。

　
（
1
）
　
学
校
論
、
教
師
論

　
日
本
で
は
、
部
活
動
の
地
域
委
譲
問
題
が
時
折
話
題
と
な
る
が
、

「
部
活
動
は
副
次
的
だ
が
学
校
教
育
の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う
の
が

　
　
　
　
　
一
－
一

私
の
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
校
と
は
何
か
と
い
う
学
校
論
が
問
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
副
次
的
な
業
務
を
本
務
と
同
列
に
置
い
た
学
校

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
教
師
の
本
務
と
は
何
か
と
い
う
教

師
論
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
近
代
学
校
制
度
と
そ
こ
に
お
け
る
部
活
動
の
位
置
付
け

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
で
、
部
活
動
の
位
置
づ
け

を
巡
っ
て
、
学
校
論
、
教
師
論
の
展
開
は
皆
無
に
近
い
。
一
こ
れ
は

何
人
か
の
イ
ギ
リ
ス
の
部
活
動
研
究
者
に
聞
い
て
も
「
知
ら
な
い
」

と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。
一
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統

に
よ
り
、
そ
の
点
で
は
問
わ
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
如
何
に
部
活
動
を
再

興
さ
せ
る
か
と
い
う
論
理
で
進
ん
で
お
り
、
「
学
校
教
育
の
一
部
」

と
言
う
前
提
は
少
し
も
疑
わ
れ
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も

あ
れ
、
日
本
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
そ
こ
に
学
校
論
、
教
師
論
と
し

て
の
部
活
動
の
位
置
付
け
を
理
論
的
に
問
う
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
2
）
　
部
活
動
担
当
の
教
員
の
処
遇
問
題
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イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
部
活
動
の
担
当
へ
の
手
当
は
深
刻
な
間
題

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
教
師
の
労
働
条
件
に
関
す
る
勧
告
が
こ
れ
ま
で

も
出
さ
れ
、
一
定
の
手
当
を
勧
告
し
た
が
実
際
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
九
〇
年
代
以
降
、
「
補
習
」
へ
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る
事
態

と
な
り
、
部
活
動
担
当
の
矛
盾
は
い
っ
そ
う
強
ま
っ
た
と
い
え
る
。

　
部
活
動
の
時
聞
帯
は
、
九
八
調
査
で
は
全
種
目
で
平
日
の
放
課
後

が
九
二
％
、
週
末
が
七
七
％
、
そ
し
て
昼
食
時
が
八
四
％
で
あ
る
。

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な

伝
統
的
な
種
目
は
放
課
後
の
練
習
と
共
に
週
末
の
試
合
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
く
、
一
方
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
i
ル
な
ど
の

あ
ま
り
伝
統
的
で
は
な
い
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
昼
食
時
に
多
い
。
こ
れ

は
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
、
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
個
人
種
目

で
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
当
初
の
計
画
で
は
部
活
動

．
を
放
課
後
の
四
5
六
時
を
予
定
し
た
が
、
実
際
の
活
動
時
間
帯
は
予

想
以
上
に
昼
食
時
に
多
か
っ
た
。
昼
食
の
多
く
が
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方

式
で
あ
り
、
一
度
に
食
堂
に
入
り
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
時
問
差
を

設
け
た
り
、
か
つ
て
は
帰
宅
し
て
昼
食
を
採
る
週
間
も
あ
っ
た
か
ら

日
本
と
比
ぺ
て
昼
食
時
間
は
若
干
多
く
、
一
時
間
平
均
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
昼
食
時
の
部
活
動
は
短
時
間
の
た
め
と
食
事
直
後
故
に
、

余
り
激
し
い
運
動
、
あ
る
い
は
し
っ
か
り
と
し
た
技
術
の
習
得
は
行

え
な
い
。

　
さ
て
、
放
課
後
一
そ
し
て
週
末
一
よ
り
も
昼
食
時
を
多
く
活
用
す

る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

　
・
参
加
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
、
遠
距
離
通
勤
老
も
含
め
そ
の
方

　
　
を
好
ん
で
い
る
。

　
・
放
課
後
に
学
校
に
残
る
こ
と
を
生
徒
も
教
師
も
望
ま
な
い
。
生

　
　
徒
の
中
に
は
放
課
後
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
者
も
い
る
。

　
・
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
教
科
重
視
の
傾
向
が
あ
る
一
補
習
も
含
め
て
一
。

　
・
都
市
部
、
農
村
部
を
問
わ
ず
、
帰
宅
の
交
通
問
題
が
あ
る
。

　
　
（
放
課
後
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
教
科
の
補
習
に
残
っ
た
生
徒
に
は
補

　
　
習
料
の
一
部
と
し
て
家
へ
の
送
迎
バ
ス
が
出
る
が
、
無
料
の
部

　
　
活
動
で
残
っ
た
生
徒
に
は
出
な
い
。
）

　
こ
う
し
て
、
学
校
全
体
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教

師
、
生
徒
の
多
忙
化
が
主
要
な
原
因
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
3
一
　
五
年
後
の
継
続
性
に
つ
い
て

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ッ
タ
リ
i
か
ら
の
補
助
金
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月

一
杯
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
、
こ
の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
制
度
を
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
現
場
か
ら
は
多
様
な
意
見

が
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
全
員
が
他
の
自
治
体
機
関
、
競
技
団
体
や
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地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
と
の
連
携
は
学
校
に
と
っ
て
恩
恵
で
あ

り
、
必
須
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
（
4
）
　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
位
置

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
体
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の

位
置
付
け
は
未
だ
低
い
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
独
自
で
は
多
額
な
施
設
建

設
な
ど
不
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
他
分
野
と
統
合
、
合
同
し

た
形
で
の
ス
ポ
ー
ツ
用
施
設
の
建
設
を
し
な
が
ら
そ
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
る
が
、
現
在
の
S
S
C
は

そ
の
矛
盾
を
抱
え
つ
つ
、
施
策
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

（
1
）
　
拙
著
『
部
活
動
改
革
－
生
徒
主
体
へ
の
道
1
』
不
昧
堂
出
版
、

　
一
九
九
八
年
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
橋
大
学
大
学
院
祉
会
学
研
究
科
教
授
）

（37）　部活動の再興
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